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 今月は…川遊び 

とりあえず川遊び！ 
阿部夏丸 

川が子どもを大きくする 

　最近、「川遊び」という言葉が市民権を得て、メジ

ャーになってきたような気がする。十年前、「いい川

は？」の質問に「子どもが遊んでいる川ですね」と答え

ると、何人かの人がキョトンとしていたのを思い出す。

おそらく彼らは、清流四万十川とか答えて欲しかった

のだろう。 

　ところが、時代は急速に変わってきた。行政ですら

「川の親水性」を考えるようになったし、教育現場で

も実際に「川の調査」だけでなく「川遊び」そのものを

行うようになってきた。川の自然を前にして能書きた

れているよりも、うわーって遊んじゃった方が得るも

のが大きいのではと、みんなが気づきだしたようで、

僕はとってもワクワクしているのである。 

　実際、釣具店を見ても、ヤスと青いタモは、ここ３

年で売り上げが爆発的に伸びているという。ヤスはお

笑いタレント浜口君の「とったどー」のおかげだろうが、

青ダモの売上げには僕も協力している。雑誌の紙面で

紹介するのはいつもカマボコ型の青ダモだし、某有名

雑誌の２１世紀に残したい１品にもこのアミを紹介し

たくらいだ。「少しくらいマージンをよこしてもいい 

 

 

だろう（笑）」と、

セコイことまで

考えている。　

　さて、川遊び、

魚捕り。どこへ

行こうかなんて

悩む必要はない。

矢作川で十分だ。

いや、失礼。目

の前の矢作川が

最高だ。今年は

雨が多かったせ

いか、水源頭首

工下流では、テ

ナガエビやウナ

ギがやたらと多 
いですよ。もちろん、上流部も面白いはず。 

　遊び方も、いろいろ。僕はよく「川での遊び方」を

尋ねられるが、正直に言わせてもらえば、知ったこと

じゃない。自分の楽しみは自分で探せ。泳ぎたい人は

泳げばいいし、魚を捕りたい人は魚を捕れ。スイカを

食べたい人、ビールを呑みたい人、それぞれ好きでい

い。ただアドバイスをするならば、素足を川に浸けな

さい。そうするだけでスイカもビールも、格別な味と

なるはず。そして、子どもを連れてきたお父さんとお

母さん、一緒に川に入りなさい。水の温度を共有する

だけで、親子の絆が深まりますよ。 

　とにかく、８月の川は足を水に浸けるべし。今年、

矢作川の河原で汗をポタポタ流している人を見たら、

僕は次々に川の中へ引きずり込んでやろうと計画して

いるのである。 

　 

 

川が大人を子どもにする 



　あまり思い出したくない遊びだが、小学校低学年の

ころ地元の御船川で、オタマジャクシを護岸に投げつ

けてペシャリとつぶし、干物を作っていた記憶がある

（もちろん食べてません）。初めて魚釣りをおぼえた

のもこの御船川だし、初めて寄せ餌を使って大釣りし

たのも御船川だった。高学年になると本流の矢作川へ

も通うようになり、そのうちに泳いで横断できるよう

になった。年に1～2回は父親の仲間が矢作川の上流へ

アマゴ釣りに連れていってくれ、けっこうたくさん釣

って天狗になったこともある。矢作川の横断中に渦に

巻かれたり、まだ薄暗い早朝の渓流に一人で下ろされ

たりと恐い思い出もあるが、なんとも楽しい少年時代

をすごしたと思う。 

　中学・高校・大学と川から遠ざかった時期もあるが、

そんな少年時代を過ごしたからか、38歳になった今で

も川遊びは大好きで、よく矢作川で“川漁師のまねごと”

をしている。ねらう獲物はスッポンやウナギだ。思わ

ぬ大物に足が震えるほど興奮することもあるし、おま

けに獲物が美味しいのだからやめられない。ライバル

は増やしたくないが、矢作川で大興奮が味わえること

を多くの人に知って貰いたいので、ちょっと紹介しよう。 

　漁に欠かせないのが餌である。漁場でちょいちょい

とシラハエを釣って餌にするのもいいが、ちょっとし

た空き時間に出漁するにわか漁師には冷凍餌がいい。

私の場合、アユ釣りに行った時にチビアユも持ち帰り

冷凍しておく。暇なときにザリガニをたんまり捕って

冷凍しておくこともある。川漁師のまねごとだから餌

にお金はかけないのだ。これが私のこだわりである。 

　まずはスッポン。川で見かけたことがある人は少な

いと思うが、注意深く探すとけっこう居るものだ。川

底が砂地で、甲羅干しできる場所があり、逃げ込める

深みがあれば、たいていスッポンは居る。そんな場所

をみつけて天気の良い日に遠くから双眼鏡で見回れば、

甲羅干しをしているスッポンがみつかると思う。そこ

にカニ籠や捨てバリを仕掛けておけばいい。慣れてく

れば見回らなくても居る場所が分かってくるものだ。 

 

　お次はウナギ。たくさん捕りたいなら下流だが、私

は大物ねらいが好きなので大岩がゴロゴロしている上・

中流に行くことが多い。夕涼みをかねた夜釣りが好き

だ。夕方から夜10時頃までがアタリが多くて楽しいが、

大物を狙うとなると深夜がいいみたいである。 

　スッポンもウナギも、家族に白い目でみられるほど

出漁すれば、きっと足が震えるほどの大物を手にする

ことができると思う。美味しい獲物を食べさせれば家

族の反応も変わってくる、かもしれないので（我が家

はそうでした）、ぜひ挑戦してみてほしい。家族も友

人もよろこぶ大人の川遊びである。 

 

　今、「いい川は？」と聞かれたら、僕はこう答える。 

「老若男女入り乱れて遊ぶ、活気のある川ですね。昔、

ポンツク大将だったおじいちゃん、久しぶりに四つ手

を持って、孫にいいところを見せませんか？支流なら

チンカラも張れますよ。魚捕りなんかしたことのない

お父さん、今なら子どもに勝てますよ。甘えた子ども 

に、大人の実力を見せつけてやってください。そして

お母さん、豊かな矢作川は、高級食材でいっぱいです。

天然ウナギに、天然雑魚。モクズガニは上海ガニの味

ですよ」。 

　さあ、川に出かけよう。とりあえず、川遊びです！ 

 

川漁師のまねごと 
新見克也 

（にいみ　かつや、矢作川天然アユ調査会 副会長） 

3.5┉のスッポン。ピンボケですみません。 
取り込みの時は興奮で足が震えます。噛まれるのが恐くて手も震えます。 

2┉ちょっとのウナギ。 
大物は不味いと言う人がいるが、美味しかったです。焼くのが大変ですが…。 

（あべ　なつまる、ぽんつ倶楽部 代表） 

み  ふね 



道楽とレジャー 
芝村龍太 

（しばむら　りょうた、 

　　　　　　　　   富士常葉大学 環境防災学部 講師） 

　矢作川流域でおじいちゃんの昔語りに耳を傾けてい

ると、「昔のアユ釣りは道楽だった」という話が結構

出てくる。「道楽」という言葉は、今様に置き換えれ

ば「レジャー」ということになろうか。しかし、「道楽」

と「レジャー」では、言葉のもつ響きがどこか違う。

「道楽」のもつ響きが、明るいながらもどこかおどろ

おどろしさを伴っているのに対して、「レジャー」の

もつ響きは、明るく、軽く、ドライなのである。どう

やらそれは、社会的背景の違いと、生命に対する構え

の違いなのでは、と思えてくる。 

　アユ釣りが「道楽」だった頃、それは決して「あまり

ええ目で見られることのない」行いだった。アユ釣りは、

自らの楽しみのために生き物を殺す「殺生」だったの

である。「殺生」に対する忌避感に加えて、好不漁や

株のように上下する相場に左右される不安定な稼ぎで

あったこと、しかし場合によっては日常的な金銭感覚

をはるかに上回る収入になったこと、ときに農作業や

ほかの生業がおろそかになることなどが、そのような

まなざしを生み出したのだろうか。 

ような複合的な生業サイクルの一部として組み込まれ

ていたのである。つまり当時のアユ釣りは、生業でも

あり、遊びでもあるような微妙なポジションを占めて

いた。 

　しかし、高度経済成長期に急速に進んだサラリーマ

ン化、農業の兼業化によって、それまでの生業サイク

ル自体が崩壊し、漁業は生業としての位置づけを失っ

ていく。サラリーマン化した漁業者にとって、川は日

常的な生業の場ではなくなり、遊漁者と同様、休日に

竿を出す非日常的なレクリエーションの場となったの

である。給与所得によって生計を成り立たせる都市的

生活様式では、複合的な生業サイクルからなる生活様

式とは異なり、労働と非労働の時間が明確に弁別され

る。レジャーは、労働を活性化させるための非労働の

時間の使い方として、積極的に奨励されるようになっ

たのである。 

　現在のアユ釣りでは、「殺生」といった重苦しい「道

楽」性は後景に退き、こざっぱりとした「レジャー」へ

と変貌した。と同時に、アユが高値で売れた時代はは

るか彼方に去ってしまったにもかかわらず、地元内外

を問わずアユ釣りをする人の数は増え、一匹でも多く

のアユを釣ろうと、競い合うように竿をさしている。

そこには殺生に対する後ろめたさや、「こんだけ釣れ

りゃあまあええわ」という余裕はない。やっぱりアユ

釣りは、「レジャー」と呼ばれるよりも「道楽」の方が

ふさわしい。釣られるアユにとっても。 

 

 

　「道楽」のもつどこか暗い響きは、罪の甘美さと裏

腹の関係にあったように思われる。罪の甘美さは同時

に、殺される側との共鳴でもあった。一方で「レジャー」

には、「殺生」に対する後ろめたさが巧妙にそぎ落と

されている。そしてそれは同時に、殺される側に対す

る想像力の後退をも意味しているのではないだろうか。 

　道楽とレジャーのもう一つの違いは、社会的な背景

にある。高度経済成長期以前の矢作川では、農業を基

盤とし、薪炭生産や養蚕、その他雑多な地場産業を組

み合わせるライフスタイルが主流だった。漁業もその 

戦前のアユ釣り風景（鈴木昌弘氏 所蔵） 

天然アユの大量遡上で賑わった2004年の矢作川（横井恭夫氏 撮影） 



　7月のある日、「粟粒みたいな、白のような、

黄色のようなものが川の石にたくさんくっつい

とる」という連絡を矢作川漁協の新見幾男組合

長から頂き、早速、粟粒を見つけた河川監視員

の外狩久男さんと一緒に古鼡水辺公園に行って

みました。すると、岸近くや流れのゆるい場所

の石の表面に、写真のような砂粒で小さな巣を

作るヤマトビケラ属の一種がぶつぶつとくっつ

いていました。幼虫の大きさは5～8mm前後で、

砂粒で作ったドーム形の巣を背負い、石の表面

の藻類などを食べているようです。蛹になると

写真のように集まって固着することもあり、そ

の後、羽化して陸へ羽ばたきます。矢作川中流

では以前からヤマトビケラ属の幼虫が記録され

ていましたが、これまで目立つほど生息数が増

えたことはありませんでした。 

　実は昨年、鳥取県の日野川の調査をされてい

るたかはし河川生物調査事務所の高橋勇夫さん

より「早瀬の石の表面から付着藻類がなくなる

現象が起きていて、こういった場所ではアユが

少ない傾向があり、トビケラの巣がたくさん付

いている」という情報を頂きました。写真を送

って頂いたところ、ヤマトビケラ科の一種の巣

が高密度でくっついていました。日野川では

2000年頃からこのような場所が少しずつ拡大し

ているそうです。今回、矢作川中流で確認され

たヤマトビケラ属の一種は流れの遅い場所に生

息しており、日野川で大発生している種とは違

うと思われますが、今後この仲間が矢作川の川

底にどんな影響をおよぼすのかとても心配です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白金） 

 

川底にぶつぶつ出現ーヤマトビケラ属の一種 

幼虫と巣 
ヤマトビケラ属の一種が川底の石にくっついている様子 

（古鼡水辺公園、豊田市扶桑町） 
集団蛹化している様子 

　今年、森林に入ったときに感じる快適さを科学的に解明した研究成果が発表されました。森
林浴をした人の体内でストレスを示すホルモンの減少や血圧の低下、免疫細胞（ＮＫ細胞）の増
加などが起きることがわかったのです。こうしたリラックス効果は、鳥や虫の種類が多く、規
模が大きく、樹種の豊かな森林ほど大きい傾向があったそうです。 
　豊田市は面積の約7割が森林という「森林のまち」ですが、その6割弱がスギやヒノキの人工
林です。こうした人工林の多くは間伐が遅れているため林内が暗く、植物や動物の種類が単純
になってしまっています。 
　間伐をコンスタントに続けるためには、伐られた木材に安定した需要がなくてはいけません。
外材に比べ値段の高い国産材を使い続けるのは難しいことですが、地域産の材をうまく利用する
ためのさまざまな試みが各地で始まっています。地域材の利用が軌道に乗って間伐が進み、見通
しがよく生き物が豊かで快適な人工林が市内のそこかしこで見られるようになれば、と考えると
ワクワクします。次号では、矢作川流域での地域材利用の取り組みをご紹介します。（洲崎） 


